
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 ５月の連休明けから各中学校区で全体会議や合同研修会等が開催され、令和７年度の小
中一貫教育が本格的に始動しています。会議・研修会では、４月２２日（火）の小中一貫
教育担当者会議での協議・確認内容等を踏まえ、中学校区の小中一貫教育の目指す子ども
像やグランドデザインについての共通理解を図り、タイムマネジメントに位置付けられて
いる具体的な取組等について、熱心な協議が行われています。 
 野幌中学校区では、５月８日（木）に野幌小、東野幌小、野幌若葉小、野幌中の教職員
が一堂に会し、特別部会と教科部会に分かれて今年度の取組について協議・検討を行いま
した。 

特別部会は８部会構成となっており、主に「目指す子ども像」の具体的な指標となる「サ
ブ目標」の１つ目「夢や目標を持っている児童生徒が８５％以上」の達成に向けた各種の
取組の企画・実施等を進めていくことになっています。主な協議内容は以下の通りです。 

特別部会の部会名 協 議 内 容 

学力向上部会 学習における基礎基本の定着を目指した標準学力検査結果の
分析、９年間の一貫した指導（学習スタンダード）の定着と
対策 

教育課程部会 ICT 等による情報活用能力を高め、探究心や自信を育てる 
児童生徒交流部会 先を見通した活動、児童生徒の相乗的・補完的な活動の工夫 
児童生徒指導部会 活気と安心感のある野幌中学校区を目指した一貫した指導

（挨拶運動、生活スタンダード等）と児童生徒交流 
特別支援教育部会 多様な児童生徒の実態交流や対応の交流 
養護教諭・栄養教諭部会 保健室利用状況を含めた児童生徒の実態交流 
CS・PTA 部会 CS や PTA 活動の情報交流、人材バンクの交流と検討 
事務部会 予算運用に関わる情報交流、検討 
 教科部会は、教科ごとに発達段階に応じた目標を検討し、「系統的な指導」や「一貫した
指導」を進めながら児童生徒の課題を解決していくことを目指して、今年度から新たに設
定されました。９つの教科に加えて特別支援教育の「自立部会」と「生活単元部会」が作
られ、１１の部会で児童生徒の資質・能力の向上を図っていくこととしています。 
 野幌中学校区では、昨年度までの成果と課題を踏まえ、他の中学校区の取組も参考にし
つつ、小中一貫教育の進化・改善を着実に図っています。 
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第５７号 

江別市教育委員会 

総務課・学校教育課 

「江別市小中一貫教育」☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

☆☆☆☆☆☆☆☆「えべつ型コミュニティ・スクール」 

特別部会 学力向上部会 教科部会 国語部会 教科部会 理科・生活科部会 



 
 

 
 
 ５月２０日（火）に江陽中学校区（豊幌小・江別太小・江陽中）で初めての「えべつ型
コミュニティ・スクール」の合同学校運営委員会が開催されました。 
 江陽中学校区では、元々、PTA 活動やおやじの会、見守り隊、児童生徒の安全に関する
会議等による学校と地域の連携が進められてきました。さらに、平成２９年の「えべつ型
CS」の導入以降、学校ごとに学校運営委員会が設置され、各校の学校経営方針や学校関係
者評価の承認、学校運営や学校支援の方向性に対する意見反映等が行われるようになりま
した。 
 今回は、令和５年度から本格導入
された小中一貫教育と連動した取組
として、初めて３校合同の学校運営
委員会を開催することになりました。
江陽中学校区では、既に小学校と中
学校の両方で学校運営委員を務めて
いる方もいて、小中一貫教育の視点
から学校経営方針や教育活動につい
てご意見等をいただいていました。   

また、江陽中 CS では、令和４年
度に「小中合同新体力テスト」の様
子を学校運営委員の方々に参観して
いただく取組も行っていました。 
 合同学校運営委員会では、各学校
の経営方針等に加えて、「小中一貫教
育グランドデザイン」についても説
明が行われ、３つの CS 内での共通
理解が図られました。 
 また、学校ごとに分かれた委員会も開催され、委嘱状の手交や経営方針等の承認、熟議
等が行われました。熟議の中では、「高校との連携」「通学路の安全」等の話題で熱心な話
し合いが行われました。全体としては終始なごやかな雰囲気で委員会が進み、江陽中学校
区ならではの学校と地域の関係性が感じられる合同学校運営委員会の開催となりました。 
 
 
 
 
 
 
 ５月９日（金）に第一中学校区と第三中学校区、６月４日（火）に第二中学校区で児童
会と生徒会合同の挨拶運動が行われました。小中一貫教育の導入以降、継続して取り組ん
でいる活動で、中学校区の挨拶の輪を広げるとともに、小中が連携して子どもたちの自主
的・自治的な姿勢を育む取組となっています。また、小学校低学年の子どもたちにとって
は、児童会・生徒会の役員が自分の目標（なりたい自分）となっています。 
 

中学生の授業を参観 

経営方針等を説明（江陽中） 委嘱状の交付（豊幌小） 

熟議を進める（江別太小） 

【子どもたちの感想】       ※第二中校区 

小学生…「中学生のみなさんのすてきなあいさつが勉

強になったので、次のあいさつ運動では教え

てもらったことを生かして、もっとすてきな

あいさつができるようにしたいです。」 

中学生…「中学生も小学生の明るい笑顔の挨拶をお手

本にしたいと思いました。小学生の皆さんは、

これからもっと笑顔の挨拶を増やしていって

くれると嬉しいと思います。」 

第一中校区挨拶運動 第二中校区挨拶運動 



授業を参観する野幌若葉小の委員の方々 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 「つなぎ つむぐ」第５６号、第
５７号でも紹介しました通り、５月
７日（水）の北光小 CS を皮切りに、
令和７年度の第１回目の学校運営委
員会が各 CS で開催されています。  
委員会での主な協議内容は、委員

長・副委員長の選出、令和７年度の
学校経営方針及びグランドデザイン
の承認、小中一貫教育の「目指す子
ども像」と取組、児童生徒の年度当
初の活動の様子、学校支援ボランテ
ィアの活用の方向性等となっており、
議題を焦点化して熟議も行われてい
ます。 
 野幌若葉小 CS では、授業参観日
に合わせて第１回学校運営委員会を
開催し、酪農学園大と連携した農園
活動等の授業を委員の方々に参観し
ていただき、具体的な教育活動の様
子を知っていただくように工夫をし
ていました。同じように、他の CS
でも、学校運営委員の方々に学校運
営の状況についての意見をいただく
ために、運動会や体育祭、学芸発表
会、文化祭、参観日等の行事に参加
していただき、子どもたちの姿を参
観していただいています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文京台小 CS 熟議の様子 

大麻西小 CS 委嘱状手交 

いずみ野小 CS 熟議の様子 

第一小 CS 熟議の様子 

大麻中 CS 熟議の様子 
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上江別小 CS 熟議の様子 

学校のホームページに掲載さ
れている CS の情報 

大麻西小 CS→ 

←野幌若葉小 CS 



 

 

 
 

 第５７号の野幌中学校区と同様に、他の中
学校区でも小中一貫教育にかかわる全体会議
や合同研修会等が開催されています。 
第一中学校区と第三中学校区は、第一小が

２つの中学校へ分散進学するため、「目指す子
ども像」や「スタンダード」の共通化を図る
等、昨年度から一緒に取組を進めてきました。
今年度も、５月２１日（水）に１回目の中学
校区研修会を合同で開催し、教科部会と特別
部会に分かれて熱心な協議を行いました。協
議内容は右記のようになっており、どの部会
も、子どもたちの姿を思い浮かべながら、建
設的かつ有意義な話し合いが行われました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 第二中学校区（第二小、第二中）は、小中一貫
教育のモデル校区として、他の中学校区よりも１
年早く小中一貫教育を本格実施しており、今年度
で４年目の取組となっています。現在の中学１～
３年生は小学校の時から小中一貫教育を経験して
きた子どもたちです。そのため、目的や目標を明
確にしつつ、子どもたちにこれまでの経験を発揮
させることで教育活動をより充実させ、「目指す
15 歳の姿」の実現に迫っていくことを今年度の重
点としています。そのスタートとして、小中の教
職員が一堂に会し、今年度の取組について協議す
る研修会を開催しました。 
今年度は、改訂した「サブ目標」を達成するため
に各種取組のブラッシュアップを図っていきます。 

「第一・第三中学校区 小中一貫だより NO.2」より抜粋 

「第二中学校区第１回小中ブロック研修会資料」より抜粋 

「第二小中一貫教育通信第１号」より抜粋 

「第一中学校区と第三中学校区合同の部会協議の様子 


